
現在本校では，高学年 全学年，着衣水泳の授業
で年５０時間，中学年で を実施しました。
年２０時間，低学年で年 溺れている友達を発見し
６時間英語を学習してい た時は,大声で助けを求め
ます。全時間,中学校の英 ペットボトルなど浮く物を
語の教員と担任で指導し 投げることや自分が溺れた
ており，それに月２回程 時は長時間上を向いて浮く
度アメリカ人の指導助手 こと等を学習しました。洋

志布志市立有明小学校 学校だより ７月号（Ｒ元．７．18） が加わって楽しく学習し 服や靴を身につけて水に入
ています。 ると,貼りついたり重かっ
写真は,第６学年：Let's go to Italyの一場面です。どこの たりすることに子どもたちは戸惑いながらも,熱心に練習に取り

国に行きたいか尋ね合い,その国の国旗カードをとるゲーム 組んでいました。
をしているところです。アメリカ人の先生とも，英語で会話
を楽しんでいました。

梅雨が明けるのが待たれ
る今日この頃ですが，有明

朝タイムの時間に,大き 小の作物は恵みの雨を受け
な地震を想定した避難訓 着実に生長しています。
練を実施しました。 １・２年生のイモは大き
第１次放送で机の下に くツルを伸ばしました。２

隠れ，第２次放送で校庭 年生のピーマン・トマトは
の集合場所に避難し人員 かごいっぱいに収穫し，ミ
を確認しました。 ニピザにしていただきまし
校長先生が話の中で机 た。３年生の大豆は,枝豆ま

の下に隠れる意義を問わ で生長しました。４年生の
れ，その後天井の石膏ボ トウモロコシも収穫し,ゆで
ードを示されました。もし，頭の上に落ちたら大けがをする て甘さを味わいました。５
かもしれないと,子どもは驚いていました。 年生の田んぼの苗は，５５
ご家庭でも安全に避難する対応策や集合場所について話し ㎝程度に大きくなりました。

合っていただければと思います。 ６年生は,先日収穫した新じ
ゃがいもを塩のみでおいし
くいただきました。 自分
たちで育てた大地の恵みを

子どもの地域での様子 学級の友達といただくのは，
を見守ってくださってい とてもよい経験になること
る保護司会の皆様が来校 でしょう。
され,そうきんをプレゼン
トしてくださいました。
「心と学校をきれいにし
てださい。」と託されたぞ
うきんを早速子どもたち １９日（金）終業式・大掃除・学級活動
は掃除や係活動の時間に PTA事業部安全パトロール（５・３年）
使っています。 ２０日（土）家庭教育学級（於：有明小学校図工室）
ありがとうございました。 ２３日（火）市小学校水泳記録会（５・６年）

８月１日（木）出校日,PTA 事業部安全パトロール(４・２年）
１３日（火）~１５日（木）学校閉庁日
１７日（土）土曜体験広場

※ 午後９時になったら，ゲーム機器・パソコン・タブレッ １８日（日）PTA環境整備作業
ト・スマホ（携帯）など子どもの電子機器の電源をオフ ２１日（水）出校日
にしましょう。親が預かることも一つの方法です。 ２４日（土）PTA環境整備作業予備日

９月２日（月）始業式
※ 脳を守るために,子どもには十分な睡眠が必要です。ま ６日（金）学級 PTA，学校保健委員会
た，長時間インターネットやオンラインゲームなどを使う ２２日（日）秋季大運動会
と，「ゲーム障害」という病気を引き起こす恐れがあります。 ２３日（月）秋季大運動会予備日・秋分の日
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リアルの充実と親子関係
校長 山之内 和英

まもなく子どもたちが楽しみにしている夏休みがやってきま
す。昔も今も，42日間ぐらいの夏休みですが，子どもたちの夏休

みの過ごし方は大きく変わってきました。私の5，6年生の頃の夏

休みの様子を紹介します。
まず，子ども会のラジオ体操から一日がスタートしました。６時

半前に近くの広場に集まり，６時半からラジオ体操をしました。体
操が終わると上級生がラジオ体操カードに印鑑を押してくれまし

た。お盆の３日間だけはラジオ体操はお休みで，あとの日はほと

んど参加していました。印鑑だらけのカードは夏休みの自慢で，夏
休みが終わると，誇らし気に学校へカードを提出しました。

ラジオ体操から帰ると朝ご飯を食べ，10時まで時計を見ながら

必死に夏休みの宿題をしました。１０時になると，学校へ鼓笛隊の
練習に行きました。運動会に向け，小太鼓や中太鼓の練習をした

のを覚えています。７月と８月の終わりの２週間ぐらいの練習でし

た。12時には家へ帰り，親と昼ご飯を食べました。昼からは昼寝を
したり，親の農業の手伝いをしたり，学校のプールに行ったりしま

した。夜は親子でテレビを見たり，一日を振り返ったりして，早めに

ふとんに入りました。
さて，今の子どもたちの回りには，一人でも楽しめるゲーム，タ

ブレット，スマホ等があふれています。ある調査では，１日４時間以

上もゲームや動画等を楽しむ子どもが，中学２年生で４人に１人，
高校生では３人に１人もいるそうです。有明小学校の子どもはど

うでしょうか。

自分の生活が狂うほどゲームや動画にはまる子どもの特徴の
一つに「リアルが充実」していない点があげられます。

現実の生活（リアル）が充実していると，親子関係が良好，友達

関係も良好，部活動・勉強も良好で，他にもやりたいことが多く，ゲ
ームや動画等に極端にはまることはありません。

家庭では，「リアルを充実」させるために，親が子どもの話をよ

く聞き，頑張っている点を認め，ほめるという関わりが大切です。
また，ゲームや動画等を使い過ぎないように，家庭の環境を整え

ることも大切です。個室では利用しない，午後９時になったら電源

を切るなど，親子で利用上の約束をきちんと決め，守れない場合
の取り決めも大切です。良好な親子関係で「リアルの充実」を！


